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Abstract: We basically could give any name to an object, because the relation between an object and its name is 
generally arbitrary. However, we find that some names fit the object, and other do not. This indicates that names are 
restricted by the objects to some extent. To investigate this restriction, this study operated naming test of meaningless 
images. The experimental results revealed that voiced sounds and vowel /a/ matched among the subjects, indicating that 
these sounds are bounded by the images. In contrast, a vowel /e/ is less restricted. These results would contribute to 
name generation, which is a unexplored research field. 

  
 

はじめに	 

名前とその指示物との関係は恣意的である．つまり，

一般的に名前をつけるという行為はまったく自由に

行うことができると考えられる．しかし，しっくり

とくる名前というものはある．例えば，命名を行っ

た実験ではないが，ブーバ・キキ効果（図 1）にお
いては丸みのある物体が「ブーバ」だと判定する傾

向が強い．これはある種の画像と音または文字（こ

こでは，これらをあわせて言語形式と呼ぶ）の間に

関連性（有縁性，有契性）があることを示している

[1]．しかし，この関連性は言語形式を唯一物に限定
するほど強いものではない．例えば，先の例では，

「ブーバ」が最も強い連想を喚起する言語形式とい

うわけではなく，「ブーバ」と「ブーボ」のどちらが

よいかと問われれば，明確な答えは得られないであ

ろう1．このように，画像とその言語形式は，なんら

かの関連性を持つ場合と持たない場合があり，その

関連性について，音象徴をはじめとして多くの研究

が行われてきた． 
                                                             
1 「ブーバ」「ブーボ」については，実験を行ったわけではなく，母語話
者の直感による 

  例えば，Oharaは母音/a/が大きなもの，柔らかさ，
鈍重な動きを表すと報告している．逆に，母音/i/は
小ささを示すとされている[2]．日本語においても，
金田一[3]や牧野[4]らは，/b/が大きさを連想させると
している．これらの実験では，ブーバ・キキ効果の

ような言語形式の選択課題や，言語形式の印象に対

する形容詞選択課題など選択課題をベースにしてお

り，「大きさ／小ささ」「強さ／弱さ」「鈍重さ」など

物体や現象の性質に着目して知見が集積されつつあ

 
図 1: ブーバ・キキ効果 

どちらかの図形が「ブーバ」で他方が「キキ」だとする．ど

ちらがどちらの印象として適切ですか？との問いに実験協力

者の 95%が右の図形をキキ，左の図形をブーバだと判定した． 
 



る． 
  しかし，先行研究の調査法は，一部の性質に着目
しているため，ある画像に対して，どれくらいの言

語形式が許容されているか，逆に言語形式のどの部

分が制約されているのか，といった可能な言語形式

の可能性に関する知見を得ることは困難である．  
  そこで，本研究では，画像刺激に対して，自由に
言語形式をあてはめるという課題を行い，作成され

た名前の類似性を考察する．実験の結果，濁音と母

音/a/の選択に一定の一致度が見られた．これは，画

 
図 2: 実験に用いた全図形 

実験に用いた無意味図形はサイト(http://mednlp.jp)にて公開している． 
 

 
表 1：実験に用いた刺激と人間による命名の例． 

 
 



像が濁音と母音/a/の使用に影響をあたえていること
を示している．  

関連研究	 

音象徴の観点から 
言語とその指示物との関係としては，音象徴[5-9]が
よく知られている．音象徴は，音そのものがある特

定のイメージを喚起する事象を指し，ブーバ・キキ

効果はその代表的な例である．さらに，音がない現

象についても，他の感覚を媒介として音で示すこと

が可能で，舌の位置の高い母音（狭母音、例えば/i/）
が小さいもの，鋭いもの，すばやい動きと関連する．

逆に，舌の位置の低い音（広母音、例えば/a/）が大
きなもの，柔らかさ，鈍重な動きと関連することな

どが指摘されている[2]． 
  同様の研究は，日本語についても行われ，大きさ，
力強さに関連する音として，/g/,/z/,/d/や/b/があげら
れ，静かさや柔らかさに関連する音として/s/ や /j/ 
があげられている[10]．このように言語や文化にか
かわらず音象徴に関する報告は多く，音象徴は普遍

的な現象だとする見方もある．その一方，一部の報

告[11]では普遍性をもたないと主張している．  
  このように音象徴の普遍性に関する議論が困難で
ある理由の一つは，多くの音象徴研究が一部の音と

指示物の一部の特徴のみを個別に扱っており，可能

な名前すべてを扱っていないことにある．一方，本

研究は画像から自由に言語表現を割り当てる実験を

行う点が新しい．  

マーケティングの観点から 
毎年，市場には膨大な数のブランドネームが導入さ

れている．例えば，特許庁の発表によると日本では 
2010 年に  167,326 件の商標の出願が行われてい
る ．アメリカでも 2005年の 1年間で 320,000 件の
商標が新たに登録されている．こうしたなか，多く

の企業はブランドネームに巨額の資金を投じている．

例えば，ネーミングを行う会社は１ネームあたり 5 
万から 18 万までの費用を請求する．これは，ネー
ミングの巧拙がブランド認知や製品評価において重

要な要素となりうるからである[12]．近年のネーミ
ングに関する研究では，単語や音楽が持つ意味だけ

でなく，それらから引き起こされる感情に対しても

注目が集まっている．本研究の知見は，マーケティ

ングにおけるネーミングにも貢献すると考えられる．  

材料と方法	 

イメージがどの程度名前と関連性を持つのかを調査

するために，まず入力となるイメージを作成した．

これは実験参加者 6名が 30個ずつ合計 180個の無意
味画像を描画した．描画にあたっては，先行研究[13]
と同様に，形態的に無意味で物体を容易に連想でき

ないことを制約とした． 

 

 
表 2: 実験で用いた音素カテゴリ． 

 

 
表 3: 音素カテゴリでの Kappa値． 

Kappa値が 0.2を超えた値を太字で表示している． 

 

 

 

 
図 3: 2名以上が命名を skipした画像． 

 

 
図 4: OCRライブラリを用いた命名アプリケーシ

ョン． 
 



  次に，これらに対して，実験参加者 5 名が命名を
行った．命名は，具体物と関連を持たない，かつ，

オノマトペ（擬音語，擬声語，擬態語）によって名

前をつけることを制約とした．命名が困難な画像に

ついては，命名せずにスキップを許容した．命名さ

れた結果例を表１に示す．結果，スキップされた 45
個を除き，855個（=180✕5−45）の名前が得られた． 
  最後に，このデータを用いて，無意味図形と名前
の音素の関係を調査した．調査は次の 2つを行った． 
  まず，名前を音素（表 2）に変換し[14]，どの程度
音素が一致しているかを調査した．さらに，音素を

母音群，子音群，濁音／半濁音などカテゴリ化して

一致の調査も行った．  

結果	 

実験結果を表 3に示す．母音平均は各母音 /a/, /i/, 
/u/, /e/, /o/を平均した値である．子音平均など他の音
素カテゴリについても同様である． 

一致する音素について 
高い一致をみた音素は，/a/, 濁音，/s/, /i/, /k/ であっ
た．特に/a/と濁音の Kappa値は 0.25と他と比較して
高い．この結果は，本来，自由に音素を使えるはず

であるのに，母音の/a/と濁音の使用に関しては束縛
される傾向があることを示す．なお，この知見は，

/a/が大きさを示す，逆に/i/が小ささを示す，濁音が
力強い印象を持つ，など音素が画像と関連の深い連

想をおこさせるという先行研究の知見と矛盾するも

のではない．  

一致しない音素について 
高い一致をもつ音素がある一方，チャンスレベルで

しか一致しない音素もある．例えば，母音の/e/，撥
音，長音，合拗音はKappa値が 0.05を下回っており，
人間間の相関はほぼみられない．つまり，これらの

音素は恣意的に用いられていると言える． 
  特に，母音の/e/に関しては他の母音が高い 0.17以
上という比較的高い Kappa 値をもつなかで，0.038
と極端に低い一致率となっている．この理由の推定

は困難であるが，音韻的には/e/は非円唇前舌半狭母
音であり，発音時の口のサイズ，舌の位置などにお

いて，他の母音ほどの特徴を持たないことに起因す

る可能性がある．今後のさらなる考察が望まれる． 
 

名状しがたい画像について 
名前をつけることができずスキップした割合は，平

均 9個（5%）であった．本来，名前は自由につけて
よいはずであるのに，スキップが一定の割合で行わ

れることは，人は名前と指示物になんらかの関連性

を必要とし，それが不可能である場合に不適切な名

前をつけてしまうことに，ストレスを感じる可能性

がある． 実験で，2名以上が名前をつけることがで
きなかった図形（6 個）の例を図 2 に示す．これは
ある種の画像は共通して名状することが困難である

ことを示している． 

画像類似度による名前生成 
本研究のデータを用い，入力画像ともっとも類似し

た画像を検索し，その音素を出力することで，名前

生成システムを構築することができる．実装例を図

3に示す．  
 

おわりに 
本研究では，画像刺激に対して，自由に言語形式を

あてはめるという命名課題を行い，作成された名前

の類似性を考察した．実験の結果，濁音と母音/a/の
選択に一定の一致度が見られ，画像が濁音と母音/a/
の使用に影響をあたえていることが分かった．本研

究の成果により，命名という創造的な行為における

制約の一部が明らかになったといえる．今後，なぜ，

これらの音素が影響を受けるのか考察が待たれる．  
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